





Naruse Jinzo studying in the United States and publishing “Woman Education”:
















（1870 年・1875 年）、スミス（1871 年・1875 年）、
ブリン・マー（1885 年・1885 年）、マウント・ホ
リヨーク（1888 年・1837 年）、バーナード（1889
















に 1871 年にマサチューセッツ工科大学、1872 年に
ミシガン大学などのように、女子学生の入学を認め
る大学も現れた。
かくして、女子学生の数は、1870 年の 1 万 1 千
人から 1900 年の 8 万 5 千人へと 8 倍近く激増し、
女子学生が全学生数に占める割合も、1870 年の
21.0％から 1900 年の 36.8％へと拡大した（3）。
このような女子高等教育の拡大には、ボストン大
学に学ぶ女子学生の育英団体として結成されたボス
トン大学女性教育協会（Boston University Womanʼs 
Education Society）を母体に 1877 年に設立された
「女性の大学教育を支援するマサチューセッツ協会」
（Massachusetts Society for the University Education of 
Women, MSUEW）のような団体の活動も重要な役
割を果たした（4）。当地の著名な女性活動家たちが
これに参加し、1870 年代から 80 年代に大学教育を
受けた「女性の大学卒第一世代」の人々も、多数こ
れに加わった（5）。「家政学の母」と言われるエレ
ン・リチャーズ（Ellen H. Swallow Richards, 1842-
1911）やウェルズリー・カレッジの学長を務めたア








性―少女たちへの公正な機会』（Sex in Education: or, 


















































他方、同年 4 月 6 日、成瀬はこの問題でタッカー
教授と議論した。成瀬のノートによればタッカー
は、「女性の領域」について、第 1 に「ホームヲ作
ル事」、第 2 に「社会ノ中心トナル」、第 3 に「教
育、伝道等、社会の為」、第 4 に「エコノミクス、



































Adolescence : its psychology and its relations to 
















































































（Granville Stanley Hall, 1844-1924）
ウースター洲立師範学校長ラセル氏（E. Harlow 
Russell）






























学生に少なくとも 1 日 1 時間の戸外活動を求めるな
どした（26）。














































































































は不明だが、この 2 日後の 3 月 7 日に、成瀬はア
マースト大学を訪ね、新島襄や内村鑑三が師事した
ジュリアス・シーリー前学長と会った。彼は、ロレ





























































「日記」によれば（43）、1893 年 3 月 17 日から 4 月 6
日までケンブリッジに滞在したので、その機会に
会ったかもしれないが詳細は不明である。なお学監





























成瀬は 1892 年 12 月 26 日にスプリング・フィー
ルドを訪ねた。ここには、1885 年に創設されたキ
リスト教労働者学校を前身とする YMCA 国際訓練









































後年、1912 年に来日したエリオットは 6 月 29 日
に飛鳥山の渋沢栄一邸での昼食会に出席し、発会直
後の帰一協会について成瀬や姉崎正治や浮田和民ら































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、将来の日
0 0 0 0
本女子の
0 0 0 0
、当に働くべき範囲を定めざるべから
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、極めて手近き
4 4 4 4 4 4
、実利教育








0 0 0 0 0 0 0 0
、直接間接
4 4 4 4
、若しくは軽重
0 0 0 0 0 0
の区別を附すべき点は
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賢母良妻
4 4 4 4
たるにありと
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に止らず
















































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
を教育するの天職なり













































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
るを貴しとす
4 4 4 4 4 4
。故に一般普通の知識を与えざる可
からず。蓋し知識広濶ならざれば
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、考察の範囲も
0 0 0 0 0 0
亦従て拡らざればなり。
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心に通有せる宗教心を開発するをもて目的とせざる
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べからず
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現今体育法の著名なるものを記載し

















































































他方、以上のように、知育に 86 頁、徳育に 62
頁、体育に 60 頁を当てて論じ来った成瀬は、最後







や職業と結びついた vocational education の意味では
なく、本文中で「手工教育」と言い換えているよう










































































2002 年）第 3 章「ボストン大学における男女
共学制と大学―教育におけるジェンダーの問
題」に詳しい。
（ 3 ）同上 109 頁。
（ 4 ）同上 67-68 頁。
（ 5 ）同上 70 頁。





















（ 8 ）同上 214-216 頁。



















チ ー チ ャ ー
教授五十余名
（悉く女子）」と記している（「同上（一）」
（『女学雑誌』267 号、1891 年 5 月 30 日。『著




年時点でも、男性教員は、2 人の教授と 4 人
の講師のみで、その後増加したとはいえ 1925
年 時 点 で も 全 教 員 の 15 ％ で あ っ た（Jean 
Glasscok ed., Wellesley College, 1875-1975: A 
Century of Women, Wellesley College, 1975. 
pp.87-92）。
（15）この点は、注 9 の別稿第 7 節で論じた。
（16）クラーク大学は 1887 年創立とされるが、開学










（18）G. Stanley Hall, Adolescence : its psychology and 
i ts relat ions to physiology, anthropology, 
sociology, sex, crime, religion and education, 
Vol.2, New York: D. Appleton and Company, 
1904, p.617. 訳書 658 頁（但し訳文変更、以下
同様）。
（19）Ibid., p.610、訳書 653 頁。
（20）Ibid., p.617、訳書 659 頁。
（21）成瀬仁蔵の旧蔵書を保存する成瀬文庫収蔵の
ホールの原書、前掲 Adolescence 及び Youth : 
its education, regimen, and hygiene. New York: D. 
Appleton and Company, 1907 には下線を引くな
どして読まれた痕跡が明瞭である。なお 1918
年に臨時教育会議に提出された『女子教育改
善意見』には、前掲 Adolescence から 3 箇所
引用されている。ちなみに Youth : its education, 





カー（Charlotte C. Tucker, 1858-1944）は 1892





























マーが執筆・出版した The Life of Alice Freeman 











（27）ラッセルが書いた紹介状の写しが 11 月 17 日
の成瀬の日記に記されている（「日記」『著作
集』第 1 巻 531-532 頁）。
（28）「日記」『著作集』第 1 巻 531 頁。原文英語、
日本語訳は拙訳。
（29）The Life of Alice Freeman Palmer. p.178．訳書
222 頁（但し訳文変更、以下同様）。





































目 指 さ れ た、 と 述 べ て い る（Patricia Ann 
Palmieri, In Adamless Eden: The Community of 
Women Facu l t y a t Wel l e s l ey ,  1995 ,  Ya le 
University Press. pp.178-180）。
（33）「日記」『著作集』第 1 巻 528 頁（原文英語）。
（34）注 23 の 1892 年 9 月の書簡でシャーロット・
タッカーは、成瀬をシーリー学長に紹介する、




ミス・カレッジを 1881 年に卒業し、1883 年
か ら 85 年 ま で 同 窓 会 長 を 務 め た（Five 































（43）「日記」『著作集』第 1 巻 530 頁。
（44）麻生正蔵「ウイリアム、ゼームス教授に就て」























校友会　談」（『家庭週報』第 73 号、1906 年

















第 7 巻第 4 号、1907 年 2 月）『麻生正蔵著作
集』34 頁）。
























379 号、1912 年 8 月）。エリオツト博士談「女
子の高等教育」（『家庭週報』第 192 号 1912
年 7 月 12 日）。
（55）「欧米旅行報告」（『帰一協会会報』第二 1913
年 7 月、『著作集』第 3 巻（日本女子大学、
1981 年）642 頁）。
（56）「大学教育法改善案（五）」（『家庭週報』第













































大学研究報告』第 63 輯（教育科学）、2014 年）
で述べたことがある。
− 18 −
成瀬仁蔵のアメリカ留学と『女子教育』の出版（片桐芳雄）
